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【概 要】 
対象画像から指定された対象物体（被写体）を忠実に抽出する技術．静止画像，動画像の両者に適用可能で，特に動画像について
は時間的なトラッキングを実行．従来法に比べ高精度，特に背景との境界が曖昧な画像に対して強力なアルゴリズムを提案．数 100
フレームにわたるトラッキングが可能． 
                     
 
【応 用】 
 画像の編集加工，動画像に対する自動ハイパーリンク生成，高機能放送技術への応用（被写体をポインティングすると情報が得ら
れるシステム，スポーツなどへの応用），遠隔会議等のＶＲ的応用，アミューズメント等． 
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関連する論文 1編 浜崎，吉田，“３次元 Multivalued Watershed 法を用いた動画像中の対象物体トラッ
キング”，映像情報メディア学会誌，Vol.58, No.5, pp.695-704, 2004 年５月 
 
・ 画像内の画素の統計
量に基づく画像の分
割技術 
・ クロマキー技術 
画像編集・加工
高機能放送への応用
手軽に，高精度に
従来からの画像処理 
“画素の矩形配置” 
したものを対象 
画像内の“被写体”単位
に分割することで，より
高度な処理を目指す 
遠隔ＴＶ会議等へ応用
医用等特殊画像へ応用
静止画・動画からの
高精度物体抽出 
アルゴリズム 
 
従 来 シーズ
対象物体抽出
処理技術 
